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11月は「過労死等防止啓発月間」です 
～ 過労死等防止対策推進シンポジウムや過重労働解消キャンペーンなどを実施 ～ 

 

「過労死等防止啓発月間」は「過労死等防止対策推進法」に基づくもので、過

労死等を防止することの重要性について国民の関心と理解を深めることなどを

目的として、厚生労働省が毎年 11 月に実施しています。（別添１） 

宮城労働局（局長 竹内
たけうち

 聡
あきら

）では、国民への周知・啓発を目的として、 

「過労死等防止対策推進シンポジウム」（11月 14日） 

を行うほか、 

「過重労働解消キャンペーン」として、過重労働をはじめとした労働に関する

相談に労働基準監督官が対応する無料電話相談 

「過重労働解消相談ダイヤル」（11月３日） 

労働局長によるベストプラクティス企業との意見交換（実施日未定） 

などを実施します。 

月間中の取組概要は別紙のとおりです。 

 

※「過労死等」とは、 

① 業務における過重な負荷による脳血管疾患・心臓疾患を原因とする死亡 

② 業務における強い心理的負荷による精神障害を原因とする自殺による死亡 

③ 死亡には至らないが、これらの脳血管疾患、心臓疾患、精神疾患 
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（別紙） 

令和５年度過労死等防止啓発月間の取組概要 
 

宮城労働局 

 

１ 「過労死等防止対策推進シンポジウム」（別添２） 

 日時：11月 14日（火）13：30～15：30 

 場所：せんだいメディアテーク７階スタジオシアター 

（仙台市青葉区春日町２－１） 

 プログラム：基調講演、遺族からの声、一人芝居 など 

 参加費：無料（要事前申込） 

 

２ 過重労働解消キャンペーン（別添３） 

(１) 「過重労働解消相談ダイヤル」（全国一斉） 

過重労働をはじめとした労働問題全般にわたる相談のほか、労働基準法違

反などの問題がある事業場に関する情報の受付、関係機関の紹介など、相談

内容に合わせて労働局及び労働基準監督署の労働基準監督官が応対します。

匿名での相談等も受け付けます。 

なお、東北６県から発信された相談電話は宮城労働局が応対します。 

 日時：11月３日（金・祝日）９：00～17：00 

 電話番号：0120- 7 9 4
なくしましょう

- 7 1 3
ながい残業

 （フリーダイヤル） 

また、厚生労働省では、11月１日（水）から 11月７日（火）までを「過

重労働相談受付集中期間」に設定して、労働相談や労働基準法違反などの問

題がある事業場の情報を下記の窓口において積極的に受け付けます。 

 労働局・労働基準監督署（土日を除く８：30～17：15） 
[URL] https://www.check-roudou.mhlw.go.jp/soudan/ 

 「労働条件相談ほっとライン」（厚生労働省委託事業） 

電話番号：0120-811
はい！

-610
労 働

（フリーダイヤル） 

相談対応時間等：月～金 17：00～22：00、土日・祝日９：00～21：00 
[URL] https://www.check-roudou.mhlw.go.jp/lp/hotline/ 

 「労働基準関係情報メール窓口」 
 [URL]https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/mail_madoguchi.html  

 

(２) 労働局長によるベストプラクティス企業との意見交換等 

宮城労働局長が、長時間労働の削減などに向けて積極的に取り組んでいる

貨物自動車運送業の企業及び荷主企業と意見交換を行います。 

具体的な企業名及び日時等は、後日お知らせします。 

また、このほか、働き方改革に取組む県内企業の事例をとりまとめて、宮

城労働局ホームページで紹介します。 

 

(３) 労使団体等への協力要請 

県内の主要な労使団体に対して、傘下企業等における過重労働解消に向け

た取組及び大企業等の長時間労働削減等に伴う下請等中小事業者への「しわ

https://www.check-roudou.mhlw.go.jp/soudan/
https://www.check-roudou.mhlw.go.jp/lp/hotline/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/mail_madoguchi.html


寄せ」防止の協力要請を行います。 

 

(４) 重点監督 

労働基準監督署が、長時間労働が行われていると考えられる事業場等に対

して、重点的な監督指導を実施します。 

（参考） 

令和３年度及び令和４年度に県内の労働基準監督署において長時間労働が疑

われる事業場に対する監督指導を実施した結果 

 令和３年度 令和４年度 

監督指導 

実施事業

場 

監督実施事業場 394 442 

  
うち、労働基準法などの法令違反

あり 
 

319 

（81.0％） 
 387 

（87.6％） 

主な違反

内容 

１ 違法な時間外労働があったもの 
153 

（38.8％） 

211 

（47.7％） 

  

うち、時間外・休日労働の実績が

最も長い労働者の時間数が１か月

当たり 80時間を超えるもの 

 
81 

<52.9％> 
 

95 

<45.0％> 

 

１か月当たり 100時間を超え

るもの 

 

57 

<24.1％> 

 

62 

<29.4％> 

 

１か月当たり 150時間を超

えるもの 

14 

<9.2％> 

10 

<4.7％> 

 
１か月当たり 200時間を

超えるもの 

3 

<2.0％> 

1 

<0.5％> 

２ 賃金不払残業があったもの 
60 

（15.2％） 

39 

（8.8％） 

３ 過重労働による健康障害防止措

置が未実施のもの 

61 

（15.5％） 

105 

（23.8％） 

 

 

 

【取材について】 

１ 月間中の取組を取材いただける場合は、事前に照会先あてご連絡をお願

いします。 

２ 取材に際し、撮影場所や撮影内容等についてのお願いをする場合があり

ますので、ご承知おきください。 

３ 「過重労働解消相談ダイヤル」（11/３・祝日）の会場は、仙台労働基準

監督署会議室（仙台市宮城野区鉄砲町１仙台第四合同庁舎１階）です。 
 




フリーテキスト
別添１





過労死等防止対策推進シンポジウム 検索
▼ 特設ホームページはこちら▼

二次元バーコードを
読み込んで下さい。

毎年11月は「過労死等防止啓発月間」です。

近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の労働問題によって多くの方の尊い命が失われ、
また心身の健康が損なわれ深刻な社会問題となっています。

本シンポジウムでは有識者や過労死で亡くなられた方のご遺族等にもご登壇をいただき、
過労死等の現状や課題、防止対策について考えます。

過労死をゼロにし、健康で充実して
働き続けることのできる社会へ

過労死等
防止対策推進
シンポジウム

過労死等
防止対策推進
シンポジウム

参加無料
《事前申込》

宮 城 会場

主催：厚生労働省　　　後援：宮城県、仙台市
協力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議、宮城過労死を考える家族の会、
 仙台弁護士会、宮城県医師会、仙台市医師会、仙台地域産業保健センター、宮城労働基準協会、宮城働き方改革推進支援センター、
 宮城県社会保険労務士会、日本産業カウンセラー協会東北支部、宮城産業保健総合支援センター、河北新報社

2023年11月14日(火)
13：30～15：30（受付13：00～）

日時

せんだいメディアテーク
７階 スタジオシアター
(宮城県仙台市青葉区春日町2-1)

会場


フリーテキスト
別添２



連 絡 先

企業・団体名

●次の該当する□に✔をお願いいたします。
□ 経営者　　□ 会社員　　□ 公務員　　□ 団体職員　　□ 教職員　　□ 医療関係者　　□ 弁護士
□ 社会保険労務士　  □ パート・アルバイト　　□ 学生　　□ 過労死等の当事者・家族　　
□ その他 ［　　　    　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　    　　］

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

お 名 前
5名以上のお申込みは、
別紙(様式自由)にて
FAXしてください。

●FAX：●TEL：
●E-mail：

過労死等防止対策推進シンポジウム ［参加申込書］

https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo

▼ 特設ホームページはこちら
過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

▶会場の都合上、事前申し込みをお願いします。
▶申し込みはWebまたは FAXでお願いします。
▶受付番号を発行いたします。当日会場受付にて受付番号をお知らせください。
▶定員になり次第締め切りとさせていただきますのでご了承ください。
▶定員超過の場合は、電話またはメールでご連絡いたします。
▶連絡先の TEL か E-mail のどちらかは必ずご記入ください。
▶参加（証明）書の発行はいたしておりません。予めご了承ください。

参加申込について

二次元バーコードを読み込んで下さい。

◎Webからの申し込み

●以下の参加申込書に必要事項を記載の上、FAXをお願いいたします。 FAX番号 03-6264-6445

「個人情報の取扱いについて」　・ご記入いただいた事項は、過労死等防止対策推進シンポジウムの申込受付業務を目的として使用します。  ・他の目的ではご本人の同意なく第三者に提供を
いたしません。  ・委託運営株式会社プロセスユニークの「個人情報保護方針（https://www.p-unique.co.jp/hp/privacy.html）」に従い適切な保護措置を講じ、厳重に管理いたします。

（お問い合わせ先） 厚生労働省シンポジウム事業受託事業者 株式会社プロセスユニーク　電   話：　　0570-087-555    E-mail：karoushiboushisympo@p-unique.co.jp

●下記の「個人情報の取扱いについて」に同意の上、ご記入ください。  → □ 同意しました。

宮 城 会 場宮 城 会 場
［主催者挨拶］ 宮城労働局
［基調講演］ 「過労死を防ぐために
       何をしたらよいか」
  黒澤  一 氏
 （東北大学大学院医学系研究科産業医学分野教授）

［遺族からの声］  工藤 祥子 氏 
     （神奈川過労死等を考える家族の会代表）

［一人芝居］  「『劇励』～明日の笑顔につながる短編集～」
 高山  広 氏 （俳優  劇作家  演出家） 

プログラム

黒澤  一 氏
東北大学大学院医学系研究科産業医学分野教授
東北大学環境・安全推進センター教授
東北大学統括産業医

高山  広 氏
俳優、劇作家、演出家 /「みやぎ絆大使」

[資格]
労働衛生コンサルタント（保健衛生）
日本医師会認定産業医
[所属学会]
日本産業衛生学会（理事、東北地方会会長）、日本産業保健法学会（理事）
日本呼吸ケア・リハビリテーション学会（理事）、日本呼吸器学会
[社会活動]
日本呼吸器財団理事、東北大学医師会副会長、日本医師会産業保健
委員会委員、厚生労働省「医師の働き方改革に関する検討会」構成
員、日本労働安全衛生コンサルタント会東北支部長、宮城労働局労働
衛生指導医、宮城産業保健総合支援センター産業保健相談員

自作自演の短編集『高山広のおキモチ大図鑑』が
ヒット。様々な人間や動物、昆虫といった生物をは
じめあらゆる物や概念にまで魂(ソウル)を憑依さ
せ独特のワールドを構築。
各地各所にて老若男女を笑いと感動で魅了し続けている。

せんだいメディアテーク
 7階 スタジオシアター
(仙台市青葉区春日町2-1)
・南北線「勾当台公園駅」下車、「公園2」出口から徒歩6分
・東西線「大町西公園駅」下車、「東1」出口または「西1」出口から徒歩13分
・東西線「青葉通一番町駅」下車、「北1」出口から徒歩15分 

会場のご案内

せんだい
メディアテーク




フリーテキスト
別添３
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